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 この発表は、インターネットを介したコミュニケーションの場でやり取りされるメッセー

ジについて語レベルと文レベルの二つの観点から分析し、その文体的特徴を明らかにするこ

とを目的とする。今回はコーパスとして、数あるコミュニケーション媒体の中でも主に SMS 
(Short Message Service) のメッセージを用いる。SMSは送信者・受信者による一対一の同
時的なコミュニケーションが取られる。 
まず SMS で観察される語の簡略化や省略現象について、(ⅰ) 発音と関係なく縮約、縮減

されるもの、(ⅱ) 発音に準じて変形され、簡略化されるもの、(ⅲ) 文法形態素の脱落の 3つ
に分類した。またその分類ごとの出現傾向を分析することによって、略語化が起こる要因は

語句の長さだけではなく、その語を使用している状況に関係していることを説明する。 
次にメッセージを構成する文（または非動詞文）の構造の傾向を見る。従来の SMS に関

する研究では、上記したような語の変形や省略に関する研究が大半を占め、統語的構造には

注目されてこなかった。しかし SMS はその媒体の持つ「同時性」という特徴から、文法的
に複雑さが少なく話し言葉との類似が観察される。 
最後に SMS における語と文の各特徴をもとに、他のコミュニケーション媒体との比較を

行う。今回は一対多数のコミュニケーションが取れるものとしてインターネットフォーラム

を扱い、発信者による受信者の捉え方が文体の変化に影響していることを考察する。 
 


